
懸
マ
入
塁
 

校
文
科
及
家
事
科
第
一

畢
年
程
度
の
授
業
た
な

す
。
 

ハ
、
本
畢
院
四
年
修
了

者
は
女
子
師
範
撃
校
二

部
（
稲
岡
懸
、
山
 

《
一月
》
一
十
七
日
 

ま
す
。
 

詳
細
照
 

一

部
和緯
）
 

大
令
．
一
 

ル
ー
等
に
入
賞
し
又
福
岡
西

南
畢
院
高
等
 

西
南
女
畢
院
（

慧
票
器
）
 

●

、
 r
、
”

D
」
、に
己
ヒ日
『

E
 

本
撃
院
は
数
育

勅
語
の
御
趣
旨
た
奉
盟
し

基
督
数
の
道
徳
に
基
与

婦
徳
を
油

養
す
る
た
目
的

ど
し
た
文
部
大
臣

の
指
定
撃
校
で
卒
業
生
は

凡
て
の
占
、に
於

て
官
公
立

の
高
等
女
塁
校
卒
業
生

ど
同
等
の
資
格
を

有
つ
て
んl

ょ
す
。
 

ニ
、
五
ケ
年
高
等
女
塁
校
 

本
撃
院
は

修
業
年
限
五
ケ

年
の
高
等
女

塁
校
で
次

の
如
き
特
長
を

備

へ
て
る
 

ま
す
。
 

1

四
ケ
年
間
に
於
て
修
業

年
限
四
ケ
年
高
女
，こ
同
等
の
課
程
を
授
く
。
 

ロ
、
第
五
年
に
於

て
は
一
面
四
ケ
年
間
の

整
理
復
習
を
な
し

他
面
専
門
畢
 

舎校院単女南西 

夢
験
資
格
か
認
め
ら
ろ
 

ニ
、
上
級
畢
校
進
果
の
場
合
は
、

四
ケ
年
の
高
女
卒
業
生
が
像
科
一
年
を
経

て
専
門
畢
校
本
科
に
進

む
場
合
に

本
撃
院
卒
業
生
は
像
科
を
経
ず
直
ち

に
本
科

一
年
に
入
墨
の
資
格

・
ど
有
す
。
 

ホ
、
四
ケ
年
の
脈
立

高
女
卒
業
生
に
し

て
本
撃
院
五

年
に
入
墨
す
ろ
者

年

ク

若
干
名
づ1

あ
り
。
 

四
、
信
念
に
根
ざ
す
人
格
数
育
 

本
畢
院
は
如

何
な
る
知
育
も

徳
育
も
「
魂
」
の
数
育
に
根
底
を
置
かn

ば
不
徹

底
だ
マJQ

確
信
に
立
ち
、

且
「
魂
」
 

の
教
育
は
「
目
に
見
いD

紳
」
を

ヌ
中
 

に
し
て
は
一
切
空

中
樵
閣
に
等
し

ど
考

へ
て
ぬ
ま

す
。
 

此
の
根
本

信
念
に
基
い

て
、
 作
徒
ん
ー
して
、
先
づ
「
敬
帥
の
念
」
ん

溜
は
 

め
、

敬
碑
の
弊
ら
が
れ
山
仁
一
感
思
奉
仕
一の
入l
h

し
め
摩
い
ど
言
 

の
か
、
本
校
の
人

格
教
育
の
理
想
で
あ
り
‘
よ
す
が
、
之
れ
こ
ニ
家
庭
浄
化
の

泉
ま
仁
民
力
育
成

の
母
で
、

畢
院
立
墨
の
使
命
は
責
に
鼓
に
あ
り

ま
す
。
 

思
想
善
導
 

一
 

思
想
善
導
は
我
国
数
育
界
の

最
大
問
題
で
あ
り
ま
す
。

本
果
院
で
は
軍
に
道
 

一
 

徳
的
訓
話
及
教
授
を

な
さ
ず
常
に
善
事
の
賀
行
に
依
り

て
「
感
恩
本
仕
」
 

の

思
想
加
涌
養
ぜ
し

め
ん
ど
努
力
致
し
ま
す
、
此
月
的
・
以
て
招
魂
祭
富
日
に

は
戦
死
軍
人
の

遺
族
弔
間
皇
太
后

陛
下
御
誕
生
日
に
は
病
院
患
者
及

刑
務
所

囚
八
等
の
慰
問
朝
鮮
族

行
記
念
に
は
鮮
人
見
童
招
待
等
か
責

行
し
歳
未

に
は

薄
幸
当
に
掛
て
る
同
情
金
募
集
の
協
め
令
校
が
街
頭
に
立
ち
更
に
全

校
が
開

墾
作
業
を

な
し
て
耐
勢
心
を

養
ひ
固
旗
掲
揚
式
た

な
し
て
組
固
の
鴬
に
所
ろ

一

等
努
め
て
行
をL

て
想
を
生
ま
・
しむ
ろ
様
指
導
致
し

ま
す
 

卒
業
生

の
状
況
 

本
塁
院
の
地
理
的
環
境

ど
信
念
に
根
ざ
す
教
育

ど
は
卒
業
生
加
し
て
強
く
期

ら
か
な
性
格
の
持

・
王土
ら
し
め

ま
す
、
 繰

談
の
場
合
な
‘
」
「
ア
ノ
準
校
ど
は

宗
数
が
違
ふ

か
ら
」
 さ

排
け
ら
れ

石
向
ー
あ
り
毒
す
が

「
西
南
の
卒
業
生
だ

か
ら
是
非
」

マ
」
懇望
せ
ら
れ
る

場
合
が
賓
に
多
い
事

賀
を
承
り
ま
す

又
畢
校
 

加
入
拳
は
一

切
許
可
致

ー
ま
せ
ん
、
共
故
本
校
生
徒
は

全
龍
最
初
よ

り

の
本

校
志
願
名
で
あ
り
ま
す
本
校
創
立

正
に
十
年
近
年
に
到
つ

て
は
教
育
に
最
も

理
解
あ
る
方
々
が
優
秀
な

ス
女
子
た
綾
々
と

本
校
に
入
撃
ぜ
し

め
善
美
た
る

・

畢
風
樹
立

の
乃
め
撃
校
営
局
を

後
援
し
て
下
さ
ろ
は
感
謝
の
盃
り
で

あ
り
 

十
ニ
、
新
 

計
 

書
 

過
去
十
血
の
成
跡
に
鑑
み
犬

思

さ
人
助
の
下
に
将
来
の

西
南
を
建
設
．
し
、以

て
多
難
な
ろ
本

邦
女
千
数
育
界
に
意
義
あ
ろ
貢
献
を

せ
ん
ご
す
ろ
の
が
撃
院
 

雛
 

祭
 

地
久
節
富
日
之
た
行
ひ

兼
ね
 

て
囚
年
生
主
催
に

て
新

入
決
 

定
者
に
封
し
歓
迎
合
を

開
く
 

カ
ン
科
二
囲
五
十
鐘

の
特
別
月
謝
が
要
り
ュ
ょ
す
が音
楽
部
は
屡

々
音
楽
令
練

習
曾
等
た
催
し
て
一
般
生
徒
の
高
愉
な
音
楽
思
想
通
養
に
貢
献

致
し
ま
す
。
 

曾
一
 

遠
 

か
く
ろ
、
こ

ご
な
き
そ
の
光

気
一
 

伐

・
 

一
 邦
ご
家
に
かg

や
か
ぜ
 

一
 仰

げ
ば
仁
か
き
山
の
し

ろ
 

済
き
西
南

我
が
母
校
 

生
の
保
護
訓
育
に
努
め
ま
す
。
 

九
、
生
徒
の
健
庚
状
態
 

本
単
院
は
綜
合
病
院
た
る
記
念
病
院
が
畢
校
警
で
其

の
小
見
科
長
た
ろ
檎
林

爵
拳
博
士
が

主
任

さ
し
て
毎
月
二
回
出
校
の
上
日
夜

校
内
に
起
臥
す
ろ
本
校

専
厨
看
護
婦
を
督
勘
し

て
懇
切
に
全
校
生
徒
の
健
康
増
進
を

計
ら
れ
ま
す
。
 

他
面
本
校
が

右
す
ろ

理
想
的
環
境

ど
宗
数
的
感
恩
泰
仕
主
義

ど
は
生
徒
の
心
 

寄
宿
舎

は
通
畢
師
域

四
か
ら
の
舎
生
は
少
く
、
多
く
は
九
州
各
地
、
阪
紳
及
 

東
京
更
に
米
園
等
か
ら
の
生
徒
で
極
め
て
家
庭
的
特
色
か

帯
び
て
ん
→
ょ
す
。
 

十

《
、
入

撃
考

査
 

本
畢
院c

は
入
畢
考
査
た
ニ
月
下
旬
に
行
ひ
三
月
上
旬
に
は

全
部
確
定
し

追
 

」レ
〕
 

ハ
ノ
 

弁

4
 

4イ
ー
 

》・
レ
 

イ
‘
 

皇
太
后
陛
下
御
誕

生
日
に
之
 

た
行
ひ
曾
後
病
院
刑
務
所

等
 

に
慰
間
を
な
す
タ
慣

例
マ
」
す
 

西
南
女
撃
院
立撃
の
使
命
割
鳥
細
伽
泉
取
九
か
成
』母
 

入
墨考
査
 

信
念
に
根
ざ
す
婦
徳
の
酒
養
 

願

書
締
切
ニ
月
ニ
十
四
日
 

三
、
理
想

的
環
境
 

本
撃
院
は
小
倉
、
 八

幡
、
戸
畑
、

三
市
鼎
立
の
中
心
地

点
高
燥
開
潤
に
し
て

四
季
線
し
仁

・
る
到
津
山
上

に
位
・
して
ぬ
ま
す
が
、

門
司
若

松
等
ょ
り
も
通

撃
に
不
便
な
ら
ず
、
而
も
市
街
塵
煙
ル
隔
ろ
こ

さ
遠
く
、
仰
い
で
筑
豊

の
諸

峯
を
眺
め
、
術
し
て
玄
海
灘
か

ら
闘
門
海
峡
た
展
望
し
得
ろ
大
自
然

の
懐
に

あ
？
ま
す
。
 

八
、
英
語
と
音
楽
 

本
畢
院

に
は
常
に
数
名
の
外
園
数
師
が

奉
職
し
、

単
に
英
語
教
師
．こ
し
て
の

み
な
ら
ず
或
は
宗

数
的
方
面
か
ら
叉
は
血n

楽
的
方
面
か
ら
種
々
小
徒
に
接
騒

指
導
致
し

ま
す
く
、
生
柾
は
貿
際
的
英
語

の
修
得
に
大
な
ろ
便
た
有L

ま
す

昨
年
さ
ー
 

ー

ぐ

大
分
高
等
商
業
撃
校d

催
の
中
等

撃
校
英
語
 

十
、
寄
 

宿
 

舎
 

寄
宿
舎
は

本
携
院
中
眺
望

最
も
よ
、
所
に
位
し
、

各
室
は
ょ

く
通
風
採
光
に

意
を
川
ん
ら
れ
、

舎
監

々
督
」
・下
に
舎

生
は
低
廉
な
ろ
費
川
た

以
て
修
養
に

勉
畢

に
、
体
育
に
規
則
正
し

い
生
活
た
管
む
こ
 

《
ュ
ょす
。
倫
畢
校
看

護
婦11

舎

内
に
起
臥
し

院
長
畢
院
 

b

て
絶
い
ず

舎
 

一
同
の
所
り
で

あ
り
ま
す
か
本
年
中
に
は

新
に
講
堂
を
建
築
し

て
教
育

的
能

率
の
増
進
を

圏
り
更
に
近
、

特
来
に
於

て
修
業

年
限
ニ

ケ
年
の
家
政
科
た

設

け
て
釜

々
有
秀
な
ろ
キ
婦
養
成

の
機
闘
仁
ら
し

め
ん
．jj

準
備
中
で
あ
り

3

ヲ
。
 

一
 

一
 

一
 

曾
て
文
』
 

本
一
の
勝

景
』
ど
激
解
ぜ
ら
れ
た
風
光
の
裡
 

に
、
 一

蔑
五
 

庭
を

右
し
此
所
に
理
想

的
な
次
代
の
婦
人
敢
養
ト
精
 

進
致
し
て
丙
ま
す
 

東
 

京
 

女
 

子
 

大
 
撃
 

津
 

田
 

英
 

撃
 

塾

活
水
女

子
専

門

撃

校
 

楼
 

井
 

女
 

塾

梅

花

女
子
専

門

果

校
 

東
 

洋
 

音
 

楽
 

撃
 

校

不
安

女

挙
院

高
等

科
 

資
践
女
畢

校
専

攻
部

同
志

赴

女
子
専

門
撃
校
 

日
 

本
 

女
 

干
 

大
 

撃

東

京
女
子
美
術

撃
校
 

東
京
女

子
馨
撃
専
門
撃
校

千
代
田

女
子
専
門
撃
校
 

東
京

女
子
薬

撃
専
門
単
校

帝
園

女
子
専
門
撃

校
 

東

京
女

子
蘭
科
啓

撃
校

東

京
家
政

専
門

単

校
 

東
京
経
済

専

門

畢
校

バ
プ
テ
ス
ト
女
子
紳
撃
校
 

帝
園

女
子
薬
畢
専

門
撃
校

第

四
臨

時
政
負
養
成
所
 

大
阪

女
子
専
門
撃
校

藤

岡
女
？

専
円
撃
校
 

共
立

女

子
専
門
撃
校

紳

戸
女

撃
院

高
等
部
 

鷹
島

女

子
奪
門
凪
“
校

聖
心

女
畢

院
専
門
部
 

自
由
果
園

高
等
部
 

東

京

女
子

専
門
撃
校
 	

大
阪
障
蔭
女
子
専
門
撃
校
 

一
 

倉
杜
官
街

商
店
等

へ
就
職
し
て
カ
ろ
者
も
多
数
あ
り
ま
す
が
強
く
期
ら
か
な

一
 

比
格
を
以

て
至
お
所
で
重
用
ぜ
ら
れ
て
”
？ょ
す
 

卒
業
生
の
進
撃
 

一
 

本
果
院
は
、

上
級
撃
校
入
塁
準
備
を
主

眼
ご
は
致
し
ま
ぜ
ん
、
叉
知
識
偏
皿
 

一

は
努
め

て
本
校
の
避
け
ん

ざ
す
一

D

所
で
す
‘か
上
級
撃
校
入
拳
者
は
年

々
高
李

か
示
し
、

卒
業
生
縛

数
未
だ
四
百
名
位
に
渦
ギ
ンご
万
に
入
塁
・
した
止
級
撃
校

は
左
の
通
り
で

あ
り
ま
す
。
 

,
 

率
部
主
催
の
同
合
に
本
校
三
年
生
出
い

F
 	

し
ま
し
たo 

音
楽
部
で
は
正
課
以
外
に
ピ
ア
ノ
九
巌
ォ

ル
，

I  
r

備

へ
音
楽
数
師
四
 

名
で
個
人
政
授
を

致
し
ま
す
。
個
人
欲
授
に
封
 

に
ピ
ア
ノ
科
四
囲
す

ル
 

境
か

常
に
明

期
に
発
潮
な
ら
し
め
右
の
衛
生
施
設

さ
相
僕
つ

て
生
徒
の
身

体

加
強
健
に
し

ま
すo

本
校
を
訪
れ
下
さ
ろ
殆
ど
凡
て
の
方
が

此
貼
に
御

気
付

き
下
さ
ろ

株
で
あ
り
且

又
在
撃
巾
病
気
退
挙
等
が

極
め

て
稀
な
の11

顕
著
な

事
責
で
あ
り

ま
す
が
こ
れ
は
本
校
パ
徒
が
無
意
識
の
中
に
受
け
る
一
大
幸

脇
 

帥
に
よ
り
て
 

つ
西
南
 

つ
き
ぬ
命
を

あ
仁
ふ
母
 

ま
こ

さ
の
愛
の
か
き
り
な
く
一
 

、
げ
子
等
に

千
代
か
け

て
一
 



、 
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